
主催：一般財団法人 住宅・建築 SDGs 推進センター第2回 SDGs住宅賞

国土交通大臣賞 代々木参宮橋テラス
タイトルスペースH85mm×W990ｍｍ部門名

受 賞 名 作 品 名

専有部の窓には木製サッシとLow-E トリプルガラ
ス（Uw＝1.2W/㎡･K）を採用し、外壁の高断熱化
を図った。壁床の断熱仕様としては、熱橋対策と
併せて、外壁・屋根・界壁・界床の断熱厚さをそ
れぞれ75mm、50mm、20mm、20mmとしている。
最終的な住戸全体のUA値は0.25W/㎡･Kと高水準
の断熱性能を実現している。

気密性について、代表住戸において竣工時に実施
した気密試験では、C値（相当隙間面積）は0.61
c㎡/㎡となり、高水準の気密性能を有しているこ
とが確認できた。

高断熱・高気密による室内環境向上および空調負荷削減

第2回 SDGｓ住宅賞

○○○○○○賞 作 品 名

黒帯部：990mm×85mm

77つの吹抜けから光と風を取り込み、緑が積層する中庭・立体緑道

脱炭素ライフを実践できる次世代型健康住宅

地域の生物多様性と連携する北西外観20ｍ105 平面図
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都心の閑静な住宅街に建つ賃貸集合住宅である。高密度に積層された住環
境にありながらも、入居者自らが省CO2に貢献し、快適で健康に生活できる
都心型中層集合住宅のプロトタイプとなることを目指した。ロの字型の住
棟に囲まれた中庭には、防犯性とプライバシー性を高める立体緑道(フライ
ングコリドー)を計画し、光・風・緑を取り込む開放的な中間領域とした。

中庭に対して大きく開かれた住戸構成とすることで、北向き住戸へ
も南面採光を確保し明るい住空間を実現している。また、住人自ら
がパッシブな手法で快適に過ごせるよう中庭に面した玄関際に通風
専用扉を設けることで、通年の空調時間削減に寄与する計画とした。

太陽光発電電力の自家消費を促進するため、建物電力
消費と太陽光発電量を予測、消費電力のピークシフト
を行うエネルギーマネジメントシステムを導入し、さ
らなる脱炭素に貢献する計画とした。

パッシブな建築手法による環境負荷低減
建物の高気密高断熱化と高効率設備機器の採
用によりBEI=0.24を達成し、非分譲の大規模
集合住宅（3,000㎡以上）として国内初の
Nearly ZEH-Mを達成した。

Nearly ZEH-M 太陽光発電電⼒の地産地消を促進

中庭に大きく開き、中庭の環境を取り込む住戸 緑に包まれた、歩きたくなる廊下と上りたくなる階段

太陽光発電の自家消費を促進するエネルギーマネジメント

玄関扉に玄関扉に
自然通風ガラリ自然通風ルーバー中庭・バルコニー窓換気回路網モデル

冬季代表日室内温度 実測
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気密性実測温熱環境実測

木製サッシと木製サッシとLowLow-Low-E E E トリプルガラス

自然通風による脱炭素ライフの実現

建物の断熱効果を把握するため、代表住戸にて約
2年間のモニタリングを行った。実測結果による
と、12月から翌年3月の121日間において、住戸エ
アコン総使用時間は102.6時間で、1日平均0.9時間

中間期温湿度分布(自然通風なし) 実測
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中間期温湿度分布(自然通風あり) 実測
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自然通風解析結果（左：室内温度 右：快適時間）計画
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設計段階において、周辺建築を含むCFD解析を実施し、計画敷地の風向と風速状況を
分析した。セキュリティを確保しつつ、自然風を室内に取り込むことを両立するた
め､玄関扉の横に自然通風ガラリを設置し、居住者が積極的に自然通風を行えるよう
配慮した。

住戸内のクロスベンチレー
ションを実現するため、換気
回路網解析を行い、自然通風
の有無による室内温度と居住
者の快適時間を解析した。自
然通風を利用した室内熱排除
により、室内熱環境が大幅に
改善されることが予測された。
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年間の自家消費率の分析の結果、本EMSの導入によって太陽光発電全体に対する自家消費率は69%から
81%へ、12%向上する効果を確認できた。

屋上太陽光発電設備の発電電力の自家消費を促進するため、受電方式に一括受電方式を採用し、一括
受電会社の高圧受変電設備を介して発電電⼒を専有部と共用部に供給している。

新規開発したエネルギーマネジメントシステム（以下EMS）により建物消費電力と太陽光発電量を予
測し、住戸のエコキュートの湯沸しを建物の受電電力が平準化されるように制御することで、自家消
費を高めている。
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代表住戸の実測結果によると、
日中における自然通風の利用
時間は利用しない時間よりも
長いことが確認できた。

（2023年3月開業時自社調べ）

であった。冬季に間欠的なエアコン使用であっても、室温を21℃以上に保つことが
でき、各部屋の温度差も小さいことが確認できた。夜間の外気温が下がっても室温
低下が抑制され、起床時に18℃以上の室温とすることができている。

中間期（5月）空調を使わず自
然通風を行うことで、住戸室温は全体
的に低下し、快適域に収まる時間の割
合は32.5%から40.7%に増加した。

居住者が自主的に環境調節を行うこと
で、空調に依存せず自然室温下で快適
な居住環境を実現でき、自然通風が建
物の空調負荷削減と快適時間延長に有
効な手段であることが証明された。

ホールライフカーボンを削減する脱炭素ライフ
本建物のホールライフカーボン算定結果は、当社設定の標準
仕様案に対して21%削減の75.9kgCO2/㎡年である。オペレー
ショナルカーボンは実績値を反映した。（J-CAT標準算定法）
ノンフロン断熱材の使用、木製サッシの採用による高断熱化
を行い、自然通風による脱炭素ライフを実現することで標準
仕様案からホールライフカーボンを削減している。

太陽光パネル
屋根

鋼管柱

吹抜け

中庭緑化
フラットスラブ
（フライングコリドー）
外壁緑化
風を取り込む隙間
住棟

【高断熱な窓】
  木製サッシ+ ダブルLowE トリプルガラス

【太陽光パネル】170kW

【玄関扉の通風口】
中間期の自然通風を促進

【【エコキュートエコキュート】
  

【エコキュート
太陽光発電電力と住宅版
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エコキュートエコキュート】エコキュート
EMS により

  
太陽光発電電力と住宅版太陽光発電電力と住宅版太陽光発電電力と住宅版太陽光発電電力と住宅版太陽光発電電力と住宅版太陽光発電電力と住宅版太陽光発電電力と住宅版EMS EMS EMS EMS EMS EMS によりによりによりによりにより  太陽光発電電力と住宅版

  日中にエコキュートを運転し貯湯利用

4階
天井高2.54m/2.25ｍ

界壁・界床の断熱

【南棟】【北棟】

【立体緑道】
光、風、緑、四季を感じる中庭
鋼管柱＋フラットスラブ

一括受電キュービクル
防災対応蓄電池

【フライングコリドー】防犯性と快適性の向上

【中庭】
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【【外壁断熱材外壁断熱材】【外壁断熱材外壁断熱材
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（屋上170ｋW） 発電電力
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エネルギー地産地消模式図

消費電力ピークシフト模式図断面計画建築構成
住棟と住棟の間隔を開けることによる中庭への風の
流入について通風シミュレーションにより検証した
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ホールライフカーボンの比較（標準算定法）
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ホールライフカーボンの比較（標準算定法）
（標準仕様案の設定）
自社で設定した以下の仕様とする。
・断熱性能：断熱材 外壁20mm
・開口部：ペアガラス＋アルミサッシ
・再生可能エネルギー

（太陽光発電設備）無し
・蓄電設備（蓄電池）無し

ホールライフカーボンの比較（標準算定法）ホールライフカーボンの比較（標準算定法）

ペアガラス＋アルミサッシ

（WLCの削減内訳の例）
外装工事のエンボディドカーボン
：アルミサッシ→木製サッシに変更：0.72kgCO2/㎡・年の削減
：断熱材→ノンフロン材採用

厚み増加CO2排出量は0.01kgCO2 /㎡・年の増加
空調のオペレーションカーボン
：基準案 15.3kgCO2 /㎡・年→設計案 9.7kg CO2 /㎡・年
：5.6kgCO2 /㎡・年の削減
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